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1 ．はじめに
現代社会には，地球環境，エネルギー・資源問題など，
消費をめぐる社会問題や環境問題が山積している。その
ような中では，消費者は，単なるモノやサービスの受け手
として，消費を個人の欲求を満たすものとのみ捉えず，消
費を社会，経済，環境などに影響を与えるものであると
考えてモノ・サービスを選ぶなど，公正で持続可能な社
会に貢献するような消費行動をとることが求められている。
家庭科における消費者教育は，小中学校においては消
費生活・環境という学習内容のまとまりの中で扱われて
おり，小学校ではお金や物の使い方について，中学校で
は悪質商法などの取引上の被害や商品の内容上の被害な
どを中心した指導が行われている。また，高等学校にお
いても中学校と同様に消費者の権利に関連する内容を扱
うことが多く，神山（2017）の調査が示すように，消費
者市民社会や公正・倫理的な消費といった消費者の責任
という側面はあまり重視されていない。　　
消費者教育の推進に関する基本的な方針において「自
立した消費者の育成は，健全な経済社会の形成にとっ
ても喫緊の課題である。」（消費者庁 2013）ことが示さ
れ，平成29年告示の小学校「家庭」及び中学校「家庭分
野」の学習指導要領においても，「自立した消費者の育
成」の文言が明記された。これにより，小学校「家庭」
においては，消費者の役割についての理解や売買契約の
基礎となる学習が位置づけられ，消費者教育の充実と中
学校での学習内容の系統性が図られた。中学校において
は，小学校での基礎的な学習内容を踏まえて，改めて「自
立した消費者」とは何かという概念整理と学習内容の検
討，及び「自立した消費者の育成」をどのように指導す
るのかなど再度検討することが必要となる。
本研究においては，これまで家庭科の消費者教育にお
いて必ずしも十分に行われてこなかった消費者自らの責
任に焦点をあて，中学校において消費・環境の授業を展
開し，その効果を検証する。また，本授業実践の結果か
ら「自立した消費者」について考察を行う。
2 ．研究方法および授業実践の概要
⑴　授業実践の設定とねらい
本研究で実施した授業実践は，消費者問題の現状を踏
まえ，生徒の日常の消費生活に関わるものを題材として
扱うことにした。生徒自身が消費行動を捉え直すため
に，「スマートフォン」「お菓子」「服・靴」「雑誌・漫
画」「アイドルやアニメのグッズ」の 5 つの自分に身近
な品物を取り上げ，その品物ごとにグループに分かれて
資源から廃棄までを考え，消費選択をする上でどのよう
な行動を取るべきかを検討した。実生活の消費選択にお
いて，我々消費者は，複雑で多様な情報を選び取りなが
ら，意思決定をしている。従って，生徒自身が自分の消
費生活と照らしあわせて思考することが大事であること
から（山科ほか 2017），それぞれの品物で共通，あるい
は相違する意見を聴きあうことで他のグループの消費行
動，自分のグループ内での消費行動，自分自身の消費行
動を省察することができるプロセスを検討した。
授業の設定にあたっては，2つの視点から教材を検討した。
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第 1 の視点として，取り上げる品物は生徒自身が今欲
しいモノとした。消費経験の少ない生徒にとって，消費
者問題を「自分以外の誰かの問題」として捉えている生
徒は少なくない。神部・小林（2017）の実践にみるよう
に，身近でストーリー性のある題材が生徒の興味関心を
高めることから，指定されたモノについて考えていくよ
りも，生徒にとって身近で考えてみようと思える教材を
検討した。したがって，消費者問題を「自分自身の問題」
として捉えて，消費行動を考えていくために，今自分が
欲しいモノを教材として取り上げた。
第 2 の視点として，生徒自身が自分自身を一消費者
として自覚し，「自立した消費者」としての責任を持ち，
社会や環境を考えた消費行動を思考できる指導を検討し
た。そのために，クラスや班の意見を聴き合い，共有す
る時間を多く確保した。まず，今までの自分の消費行動
を振り返り，資源，生産，流通，消費，廃棄それぞれに
どのような問題や課題があるかを探る。これからの消費
者としてどのような行動をとるべきかを考える中で，自
分だけでなく，様々な意見や考え方を取り入れることで，
自分と社会とのつながりを明確にし，生徒自身が社会の
一員としての意識を高めることをねらいとした。
⑵　指導計画
対象は国立大学教育学部附属中学校の 2 クラス（計75
名），実施時期は 4 月～ 7 月である。指導計画の概要は
表 1 の通りである。
全体の学習目標は「自分の消費行動によって引き起こ
される環境や社会の問題について理解し，これからの消
費行動について工夫することができる」とした。授業計
画は中学校「家庭分野」におけるＤ領域「身近な消費生
活と環境」に位置付けた。
3 ．結　　果　
⑴　授業実践における生徒の記述内容の分析
消費者は，単なるサービスの受け手として，消費を個
人の欲求を満たすものとしてのみ捉えず，社会，経済，
環境などに消費が与える影響を考えて商品・サービスを
選ぶなど，公正で持続可能な社会に貢献するような消費
行動をとることが求められている。しかし，モノの購入
時にそれを意識して選択している生徒は少ない。消費者
が自らの消費行動に責任をもち，社会や環境を考えた消
費行動をとるということを指導することで，持続可能な
社会の実現につながると考える。
そこで，第 1 時においては，まず自分の消費行動を振
り返る。どのような事を考えて購入をしていたのか，な
ぜ欲しいと思ったのかなど自分や班員の選択や行動を振
り返らせた。品物についての概念地図を用いて，「欲しい」
という気持ちはテレビや雑誌の影響を受けていることや，
必要ではなかったが買ってしまったなど購入の際の問題
や課題を整理した。
商品の購入時に考えていることを自由記述させたとこ
ろ，生徒の記述は，表 2 に示すように分類された。最も
記述内容の数が多かったのは，「周りが持っているから
欲しい」や「（周りと）合わせたい」などの「同調性」
であった。その他，生徒の記述は，「利便性」や「自身
の欲求」などであった。
第 2 時では購入によって社会や環境にどのような影響
があるのかを考えることとした。まずモノのストーリー
を思い描く中で，そのモノが自分の手元に届き，消費す
るまでにどのような過程があるのかを考えさせた。モノ
が作られる場としての「生産」，モノが自分の手元に来
るまでの「流通」, 実際にモノを手にして使われる「消費」，
使用後・不用になってから行われる「廃棄」，廃棄の仕
方によっては再び「資源」となるという 5 つの場面に分
けて課題を整理させた。そして，それぞれの場面でどの
表 1　指導計画の概要
?
学習項目 指導内容
??自分の価値観
を知る・消費
行 動（ 選 択 ）
を知る
学習目標　「自分の消費行動を振り返ろう」
① 生きていくには必要ないが欲しいモノ・
買ったモノについて
② なぜ欲しいのか，なぜ買ったのか自分の
行動を振りかえる
③ 欲しいという気持ちが作られることもあ
ることに気がつく
④ 5 つのグループ編成
?
?
購入によって
社会にどのよ
うな影響があ
るか考えるこ
とができる
学習目標　 「購入によって環境や社会にどのよ
うな影響があるだろうか？」
① 購入した品物には資源，生産，流通，消費，
廃棄の過程があることに気がつく
② グループごとにそれぞれの既存の知識を
活用して情報を共有する
③ さらに深く知りたいことについて手分け
をして調べる（宿題）
??
社会的影響を
知り，自分の
考えを見直す
学習目標　 「これからの消費行動を考えよう」
①情報を共有する
② 今までとこれからの消費行動について考
える
③発表に向けて準備をする
??
これからの消費
行動を見直すこ
とができる
学習目標　 「これからの私の消費行動を考え
よう」
① 各グループの発表を聞き，様々なシチュ
エーションでの消費行動を知る
② 自分の消費行動は今後どうしていくか考
える
??
持続可能な目
標作り
学習目標　「私のSDGｓをつくろう」
① 今後の自分の消費行動を実行するための
チェック項目作り
② その消費行動を続けることで未来はどう
なるか
表 2　モノを購入する際に考えること
分類項目 記述内容 数
同調性 ・周りが持っているから欲しい・合わせたい 44
利便性 ・自分にメリットがある・使いやすい 25
自身の欲求 ・知りたいという欲求・食べたいから 17
流行 ・テレビでやっていた・流行にのりたい 15
見た目 ・かわいいから・かっこいいから  8
収集・コレクター ・集めたい  5
未来 ・自分の将来のために  4
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ような問題や課題があるのかを第 1 時に決めたグループ
に分かれて考えさせた。それぞれが知っている情報や意
見を共有する中で，学習活動を喚起させ，各自宿題とし
て調べたい課題を決めた。
第 3 時では，宿題として詳しく調べてきた内容をグ
ループ内で共有し， 1 時間目や 2 時間目までに得ること
ができなかった社会や環境の課題などの視点に気がつい
た。一例として表 3 に「服・靴」グループの，「生産」，「流
通」，「消費」，「廃棄」，「資源」の 5 つの過程において挙
げられた内容について取り上げる。この表では，「流通」
の課題として取り上げられている内容は，「生産」にお
ける課題としても記述されている。このように，現実に
起こっている様々な課題を過程ごとに区分させて考える
ことにより，生徒は，それぞれの過程ごとの課題は，関
連しており，つながって引き起こされている課題がある
ことに気がついた。
さらに，このグループでは「その他」の項目を新たに設
けて，それぞれの過程で引き起こされている課題に対する
解決策となりうる内容を整理している。このように，グルー
プでの話し合いと思考錯誤のプロセスを経ることで，教師
が示した枠組みを超えた思考の深まりも見ることができた。
グループで，今後消費選択をする際にどのような行動
を取るべきかについて検討し，次時において他のグルー
プへ伝えることとした。
第 4 時では，モノの購入に関わって，それぞれの過程ご
とに引き起こされている課題を整理して明らかになったこ
とと，今後消費選択をする際にどのような行動を取るべき
かについて，「これからの消費行動ストーリー」と位置付
けて，各グループの発表を行った。発表の仕方は，グルー
プごとにパワーポイントを用いたプレゼンテーションや，
ロールプレイングを取り入れたプレゼンテーションを用い
て実施した。表 4に，「スマートフォン」，「服・靴」，「お菓
子」，「雑誌・漫画」，「アニメやアイドルのグッズ」の5 つ
グループが行った発表内容の一部を示す。一例を挙げると
「スマートフォン」のグループは，携帯電話の製造過程で
使用されるレアメタルや，携帯電話の購入の仕方などの環
境問題や，レアメタルを巡る紛争や使用方法などの社会的
問題など，多岐に渡る問題を取り上げてプレゼンテーショ
ンを行っている。それぞれの発表を聞き手として聴く際に
は，それぞれのモノについて，はじめて知ったことや疑問，
自分の生活に生かせそうなことについて思考させ，様々な
場面で消費選択をする上でどのような行動を取るべきかを
考えさせた。各グループでの発表を聴き合い，思考を深め
る過程を通して，これまでグループで考えてきた課題や消
費行動を，さらに今度は自分自身を見つめさせ，自分に合っ
た消費生活とは何かを考察できるように支援した。
各グループの発表後，これからの消費行動について「欲
しい」という気持ちがどのような思考を経て「購入」と
なるのかについて自由にワークシートのスペースを使っ
て各自作成させた。図 1 に抽出生徒①の思考の広がりに
ついて，図 2 に抽出生徒②について示す。生徒①は消費
行動をフローチャート式に整理して，自身が選択したあ
るいは選択しなかった意思決定の結果，それが次にどの
ような結果となるかを考察し，最終的に購入するか，購
入しないかを決定している。生徒②は購入に至るまでに
表 3　 「服・靴」グループ　購入によって与える社会や
環境への問題点や課題
??
・教育が受けられない
・ファストファッション
　→大量生産，大量廃棄，土地や水の汚染
・農薬，化学染料
・低賃金
・生産されている地域で住んでいる人への害
??・間違った表示，紛らわしい表示
・ＧＭ，遺伝子組み換え食品
・商標権
・偽物の商品
??
・ファストファッション
・流行に合わせるだけの衣服
・低賃金
・着ない衣服
・大量の衣服
　→洗濯の際の洗剤などによる被害
??
・化学繊維の燃焼後の物質
・可燃ゴミとして出すことでの問題
・環境汚染
・ 化学繊維は使用する際のメリットがあるが，廃棄の際に
問題もある
??
・95％は輸入している
・資源にされずゴミとして出される
???
・ACE1）→子どもに教育を
・布を反物にする
・エシカルファッション
・オーガニック素材
・洗剤の節約
・古着を雑巾として利用
表 4　各グループのプレゼンテーションの内容
???????・生産過程でのレアメタルについて
・レアメタルを巡って起こっている戦争について
・携帯電話の購入の仕方
　（新しい物が発売されるたびに購入する）
・使用方法について
　（正しい使用方法，SNSの使用方法）
・ブルーライトについて
???
・生産現場での児童労働
・教育を受けられない子どもの問題
・生産地域の水質，土地の環境問題
・ファストファッションの裏側
　（ 安く購入できる裏で，どのようなことが起こってい
るのか）
・衣類の回収について
・エシカルファッションという考え方
???
・生産現場での児童労働
・ パーム油栽培のための森林伐採，野生動物の生息場所
の減少
・包装について
・フェアトレード
・ゴミのポイ捨て
・企業の取り組み
?????・違法伐採　→　環境破壊
・電子媒体と紙媒体の兼ね合い
・ゴミとして捨てる人もいる
・日本の回収率，廃棄率
・古紙配合率
?????????
???
・偽物が出回る　→　黙認されている
・権利の侵害
・中国で作られることが多い，人件費削減
・チケットの転売
・大量生産，不法投棄
・ブームが過ぎれば捨てられる
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自分が検討すべき事項を挙げているが，そのために必要
な「情報を収集する」「判断する目を養う」など，単に
一つのモノの消費にとどまらず，消費者として自分が取
る消費行動についてまで思考を広げて考察している。
本時の最後には，これからの消費行動をどのように変
えていきたいかについて記述させた。表 5 にその一部を
示す。生徒の記述から，今の私たちは安いものに慣れす
ぎていて，モノの向こう側を想像できなくなっているが
（生徒D），消費するモノが自分の手元に届くまでさまざ
まなストーリーがあることを理解した（生徒A）。モノ
の消費においては，社会に対してどのような影響を与え
るのかを考え（生徒B），多くの選択肢の中から，正しい
知識を身に付けて正しいモノ，正しくないモノを選び出
す選択眼を養う必要がある（生徒C・生徒D）ことを理
解したことが読み取れた。これらの生徒の記述は，本授
業実践がねらいとした，自分自身の消費行動を振り返り，
これからの消費行動をどのように捉えたのかを示すもの
でもあり，本授業実践の一定の効果が得られたといえる。
第 5 時は授業のまとめを行い，導入において消費行動を
変えていくのは最終的になんの為なのかを考えた。自分以
外の人のため，地球のため，未来のため，様々な意見が挙
がり，生徒は，自分の消費行動を変えることがどのように
未来を変えることにつながるのかについて思考を巡らせた。
本時では，2015年「国連持続可能な開発サミット」におい
て採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」
で新たに設定された「持続可能な開発目標（Sustainable 
Development Goals: SDGs）」を確認し，全世界が取り組
むことによって「誰も取り残されない」世界を実現しよう
というチャレンジを基にして，「私のSDGs，自分の消費行
動が引き起こす課題を解決するための目標作り」を行った。
表 6に抽出生徒①を表 7に抽出生徒②の目標を示す。
      
   
     ↓
   
     ↑
  
 
→ 本当に必要なのか→必要
→環境に悪くないか→悪くない
健康に害はないか→ない
あったらやめる（買わない）
自分がその商品を買うことで、
苦しくなる人はいないか→ ない
欲しい
購入
図 1　これからの自分の消費行動について（生徒①）
欲しい 情報を収集する
時と場合によって判断する 
 
判断する目を養う
どこで生産されているか
 
購入後は自分で
ルールを決める
購入
社会的な面でデメリットを知る
世界に目を向け，欲に惑わされない
違法ではないか
環境面でデメリットを知る
図 2　これからの自分の消費行動について（生徒②）
表 5　これからの消費行動をどのように変えていきたいか
生徒の記述内容
生徒A
私は今まで「欲しい」と思ったらそれ以外に何も考えるこ
となく，購入となりました。しかし，私たちの手に届くま
でには様々なストーリーがあると思います。例えば，児童
労働・環境汚染などです。私たちの知らない所で良くない
ことが進んでいるということは，今日までのこの授業がな
かったら気づかなかったと思います。環境問題は特に，将
来にまで持続して考えて行くべき問題です。（中略）
自分が購入する際には自分が購入するまでに様々な苦労を
している人がいる。だからこそ，エシカルファッション，
フェアトレード，グリーン購入，再生紙，RSPO2）などに
目を配り，私が少しでもできることをしていきたいです。
生徒B
これから余裕があれば，フェアトレードの商品を買ってもい
いかなと思えるようになりました。今までは高い物としか見
ていなかったが，安さも大切だけど，安全性や環境のことも
考えていければいいなと思いました。どうしても買いたい物
があっても，社会に対してどのような影響を与えるのか考え
て行くことがこれからの消費活動で大切だと考えました。
生徒C
これから僕たちはたくさんの物を必要とし，購入していくと
思います。つまりたくさんの選択をしていかなければいけな
いということなので，その選択を間違えないことが 1番大切
だと感じました。自分よりも，大事な物や人のことをもっと
考えていくことがこれからの消費行動の課題だと思いました。
生徒D
いままでは，欲しい物はただ買っていたが，これからは様々
なことを考えて購入していきたい。今の私たちは安いもの
に慣れすぎてしまったので，きっとその向こう側を想像で
きなくなってしまったのだと思う。安すぎる物はおかしい
という発想を身に付けることが大切であり，また企業や法
人などでそのような商品の排除，フェアトレードなどの正
しい消費を進める取り組みが必要だ。私たちは考え，それ
らのことについて知識をつけ，正しい物，正しくない物を
見極め，選び出す「目」を養う必要があると思う。
（下線は論文執筆者による）
　　表 6　私のSustainable Development Goals
　　　　　生徒①　「労働者問題」を変える 7つの目標
目標 解決の場面
1 ． 自分の使い終わった教科
書を寄付する（英語など）
学校全体に呼びかけて使わ
なくなった教科書を寄付する
2 ． フェアトレードの商品を
買ってみる
スーパーなどでフェアトレー
ドの商品を見つけたら買うよ
うにする
3 ． 企業にフェアトレードの
商品を増やしてもらうよ
うに依頼する
フェアトレードを扱っている
会社に依頼する
4 ． 自分の使っていた学用品
を寄付する
　　（ランドセルなど）
学校全体によびかけなるべ
くたくさん集めて団体に寄
付する
5 ．募金をする 募金活動をしている団体をみつけたら参加する
6 ．自分のものは使える限り
まで使い，おさがりをし
合う
使わなくなったものがでてき
たら行う
7 ． 先生を派遣する，学校を
建てる
企業にお願いする
外国，派遣専門の枠をつくる
自らの消費行動に焦点をあてた家庭科の消費環境学習
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⑵　授業実践前後の変容
1）生徒の記述内容にみる変容
第 1 時で，モノを購入する際に考えることとして表 2
に示したように，最も記述数が多かったのは「同調性」，
次いで「利便性」「欲求」の順であり，モノを購入する
際は「自分の欲求や自分にとってどのような利点がある
か」という理由を挙げることが多く，消費者が社会や周
囲の環境に与える影響について思考する記述は見られな
かった。しかし，第 2 ・ 3 時において，知識・情報の確
認と共有，意見の共有，内容や状況の整理をする一連の
作業を，個人，グループ，全体などの様々な形で往還的
に行うことにより，第 4 時における生徒の記述内容では，
生徒の思考の深まりと多様性が見られている。図 1 ，図
2 のこれからの自分の消費行動についての整理や，表 5
のこれら自分の消費行動をどのように変えていきたいか
の記述からも明らかなように，消費者として単にモノや
サービスの受け手としてだけで無く，消費を社会，経済，
環境などに影響を与えるものであると考えてモノやサー
ビスを選ぶなど，公正で持続可能な社会に貢献するよう
な消費行動の必要性に気がつくことができた。生徒の日
常生活に関わるモノを扱い，資源から廃棄まで一連の流
れを考えたことで，消費者としてどうあるべきかを考え
ることができ，学習の内容の理解が深まったといえる。
2 ）振り返りシートからみる思考の広がり
毎授業後に記入させている「振り返りシート」は，授
業の感想・分からなかったこと，生活での活かし方の 2
点を書くことになっているが，抽出生徒①（表 8 ）と抽
出生徒②（表 9 ）の生活での活かし方について記述を取
り上げて，本実践において，どのように思考の広がりが
みられたか分析を行った。
生徒①は第 1 時ではモノの購入に関して自分自身に関
することや消費者の権利や責任について理解しているが，
自分の購入によって引き起こる社会や環境の問題につい
ては目を向けることができていなかった。しかし，学習
が進むにつれて第 3 時においては，購入によって引き起
こる社会の問題や，環境の問題についても考え，選択し
ていく必要があることに気づくことができた。また，第
4 時では，自分の今の立場を理解し，生活を営む上で必
要な購入であっても，購入によって引き起こる諸問題に
ついてどのように折り合いをつけるべきかという葛藤も
窺える。消費者教育の目的に「（中略）自らの消費生活
の安全・安定の確保と向上を目指すとともに，経済社会
のあり方や持続可能な社会の発展に参加できるよう，諸
能力の育成を図る」（消費者庁 2012）あるように，中学
生という発達段階において一消費者として自分なりに取
り組むべき課題を明確にすることも消費者教育の目的に
述べられている能力の一つといえよう。
また，生徒②は当初から実際にスマートフォンが欲
しいと考えており，スマートフォンのグループに入っ
て，授業全体を通して積極的に活動に参加していた。中
学生は，小学生と比べて購入するモノの範囲が広がると
はいえ，スマートフォンなど保護者の同意が必要とされ
る商品など，自分の選択だけでは購入できないモノも多
くある。本実践では，自分が欲しいモノに分かれてグ
ループを作り活動を進めたため，意欲的に活動に取り組
むことができた反面，第 1 時においては，生徒②の記述
に見るように，モノの良い点に偏った記述も多く見られ
た。しかし，第 2 ・ 3 時で生産や流通過程を考えていく
中で，スマートフォンの購入は自分にとってはメリット
しかないが，広い視野で考えた時に，「欲しいから買う」
によって引き起こされる環境や社会への影響に気がつき，
　　表 7　私のSustainable Development Goals
　　　　　生徒②　「世界」を変えるための 7つの目標
目標 解決の場面
1 ． なるべくリサイクルできる
ような廃棄方法の見直し
分別しやすいパッケージや
包装にする
2 ． 税率を上げて貧困な国に
寄付する
発展途上国に日本で税金を
あつめて送る
3 ． ハッシュタグをつけて
フェアトレードを食べた
ことをインスタグラムな
どにあげる
パッケージをかわいく，
有名人が流行らせる
4 ． 電気自動車の推進を行う CMで電気自動車や水素自動車を推進する
5 ． 税率を上げて全建物に太
陽光パネルをつける
税金で補助金をだして，全建
物に太陽光パネルをつけられ
るようにする
6 ．深夜一斉停電を行う できる限りの世界で電気を消す
7 ． 基準を設け，木を植えな
ければいけない制度 政府や自治体で基準を作る
表 8　単元を通しての思考の広がり　生徒①
???モノを購入するときは必要かどうかの見極めが必要で
ある。偽物を購入してしまうと補償が付かなくなって
しまうので，安易に「欲しい」と思うだけで購入して
はいけないと考えた。
???私たちが普通に買い物ができている裏には社会的影響
があることを考えながら買い物をすることを心がけ
る。そのことで環境問題を防ぐことを目指したい。
???私たちの生活の中でなかなか環境を優先することばかりを考えていられないことも多々あると思う。だから
こそ，身近でできること（学校で行われているPET
キャップ回収など）に参加したり，知識・経験を積ん
で，将来のために基礎を作ることが大切だ。
表 9　単元を通しての思考の広がり　生徒②
???スマホが本当に本当に欲しいんです！
良いところしかないし，みんな持っているのに親が
買ってくれないので説得したい。
???自分がどれだけ必要で欲しいモノでも，よくよく考えてみればメリットだけでなくデメリットもあった。班
員のいろいろな意見を聞いて，モノを購入することは
色々な所に影響がでることなんだと思った。何か買う
ときは相談したい。
???
前回，メリット・デメリットに気づきましたが，今回
はデメリットが多いことに気づけました。でも，自分
で事前に調べたり，ルールを決めたりすることで少し
は減ると思います。スマホだけじゃなくて，他の色々
なことでも同じだと思います。そういう知識をつけ
るのは自分を守ることにもつながると分かったから
ニュースをみたり周りにアンテナを張っていく。
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デメリットについても思考することができた。第 4 時の
各グループのプレゼンテーション後にはスマートフォン
だけではなく，モノを購入するときや商品を選ぶときに
は様々な視点から考えることの必要性を感じている。ま
た，今学習したことが全てではなく，情報は常に更新さ
れていることに気がつき，今後の自分の消費生活を変え
ていこうという姿勢も窺える。このように毎時の学習後
に自分の生活に活かすことを記述させることにより，教
師だけでなく，自分自身も思考の変化を読み取ることが
でき，自己評価に繋げることができる。
4 ．考　　察
中学生にとって消費生活をイメージすることは難しく，
価格の安さや利便性で商品を選択することが多い。本授
業実践では，自分の消費生活が環境に与える影響につい
て考え，環境に配慮した消費生活について工夫し，実践
できることをねらいとして授業計画，教材，指導内容の
工夫を行った。生徒の記述内容から生徒の思考の広がり
と深まりを確認することができ，一定の効果が見られた。
題材や指導法の工夫としては，消費者問題の現状を踏
まえ，生徒の日常の消費生活に関わるものとして，生徒
自身が消費行動を捉え直すために 5 つの品物を取り上げ，
実生活に結びつける実践につなげることを意識した。消
費選択をする上で，今後自分がどのような行動を取るべ
きかを検討し，グループでの話し合いや発表等を通して，
往還的に自分に合った消費生活とは何かを省察し，最後
に，未来を変えるための自分なりの実践目標を定め，持
続可能な社会の発展に積極的に参画する意識を持たせる
ことを目標とした。消費者市民社会の形成において，公
正・倫理的な消費といった消費者の責任という側面が重
視されているように，消費者は，持続可能な社会に貢
献するような消費行動をとるために，社会や環境に与え
る影響を考えて続けていくことが重要である。本実践に
おいては，家庭や地域生活という範囲にとどまらず，社
会との関わりとその影響を考察させる授業実践を実施し，
個人の消費行動が，世界に，また未来においてどのよ
うな影響を及ぼすのかを考察させている。そのために調
べ学習では，専門的な知識や情報について触れることに
なったグループもあり，さらにそれを他者にどのように
伝えるかという作業も伴ったために，中学生としてはや
や難しい作業となったグループもあった。しかしながら，
自分の身近なモノを取り上げて，それを自分の消費行動
と社会との関わりや影響に注目させて考察させることに
より，最終的には自分なりの選択眼を持つことができた。
中学生という発達段階における自立した消費者の育成に
おいては，自分の消費行動がおよぼす影響を理解した上
で，自分なりの選択眼や意思決定を持つことを育成する
ことがまず重要であると考えられる。このことが，一消
費者としての自覚を持つことにつながり，さらには自ら
の消費行動に責任を持ち，社会や環境を考えた消費行動
をとることにつながる。中学校「家庭分野」の消費環境
の学習内容の指導は自立した消費者の育成を担うもので
あり，小中高の系統性も踏まえた更なる実践の検証が必
要である。
註
1 ）ACE（Action against Child Exploitation）世界中
のすべての子どもが権利を守られ，希望を持って安心
して暮らせる社会を実現するため，市民と共に行動し，
児童労働の撤廃と予防に取り組む国際協力NGO
2 ）RSPO（Roundtable on Sustainable Palm Oil）持続
可能なパーム油のための円卓会議
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